
○　目的

○　事業概要

令和４年度　当初予算主な事業

事業名 避難所運営個別マニュアル作成事業

予算額 3,674 千円 新規・拡充
継続の別 継続

　平成２６年度に同マニュアルの共通編を策定しており、平成２
７年度より避難所運営訓練を実施した指定避難所から順次、共通
編に基づく内容を主軸としつつ、各避難所の実情を踏まえ、レイ
アウトや組織体制などを実際に明示し、地域事情に応じた各避難
所単位でのマニュアル策定をする。

　平成２５年度に避難所運営訓練を実施した薪小学校をモデル地
区として、平成２７年度にマニュアルを作成し、以降避難所運営
訓練を実施した学校を対象とした個別マニュアルを策定。
　令和４年度は、三山木小学校で策定予定。
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事業内容



○　目的と事業概要

○　対象地区

　避難情報の改正に伴い、浸水害に備え、適切なタイミングで住
民が避難できるよう、地元住民と共同で策定した地域版防災マッ
プの改訂を行い、対象地区に全戸配布する。

【松井、西八、東林、岡村、三野、薪、田辺、新田辺東住宅、新
田辺西住宅、河原、東、草内、山本、二又、江津、宮ノ口】
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事業内容

予算額 7,425 千円 新規・拡充
継続の別 継続

令和４年度　当初予算主な事業

事業名 地域版防災マップ（水害・土砂災害編）改訂事業



○　目的

○　事業概要

令和４年度　当初予算主な事業

事業名 避難所用自動ラップ式トイレ備蓄事業

予算額 3,902 千円 新規・拡充
継続の別 新規

事業内容

　災害時の衛生対策として、全自動式の災害用トイレを購入する
ことにより、避難所の環境を向上させる。

　避難所開設時における感染症対策の一つとして、従来の災害用
トイレに比べ、より衛生的に活用できる自動ラップ式トイレを新
たに備蓄する。（１６台）
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○　目的

○　事業概要

○　整備スケジュール

令和４年度　当初予算主な事業

事業名 防災施設整備事業

予算額 81,583 千円 新規・拡充
継続の別 継続

　東日本大震災、熊本地震などの地震災害、毎年発生する風水害
等による大規模な災害の状況を踏まえ、本市において、今後予想
される生駒断層地震、南海トラフ巨大地震等の大規模災害に備え
るべく、防災体制を整備・拡充していくことが急務となってい
る。
　本市においては、発災後の各種援助部隊や支援物資の受け入
れ、住民等の避難への対応が課題となっており、京田辺市地域防
災計画における広域防災拠点及び防災公園の整備促進方針に基づ
き、防災拠点の整備を行う。

事業内容

　広域的な災害時救援活動の拠点機能や物資の集配機能のほか、
緊急避難場所など、様々な状況に応じて活用できるよう、防災倉
庫の整備を含めた基本計画に基づき、敷地造成に向けた設計に取
り組む。

　令和４年度　基本・実施設計（造成工事）、用地買い戻し
　令和５年度　造成工事・平面整備（～令和６年度）
　令和６年度　基本・実施設計（建築工事）
　令和７年度　建築工事、供用開始（第１期）

担当所属名 安心まちづくり室 直通電話番号 64 － 1307


